
 

 

第9６回かながわ中央メーデー実施要項 

2025.4.26 / 横浜臨港パーク 

第96回神奈川県中央メーデー実行委員会 
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❖日時・場所・開催団体❖ 

★実施日時 

２０２５月２６日（土） １０：００開場 ～12：30 

※雨天決行（荒天中止） 

★会場 

横浜・臨港パーク（横浜市西区みなとみらい一丁目） 

 

★開催団体 

主催     第９６回神奈川県中央メーデー実行委員会 

  呼びかけ団体 連合神奈川／横浜地域連合 

  特別協賛団体 神奈川県／横浜市 

  協賛団体   神奈川県労福協／中央労働金庫神奈川県本部／ 

こくみん共済COOP神奈川推進本部／神奈川県労働福祉センター／ 
神奈川県労働福祉協会／神奈川県労働文化センター／ 

神奈川県地域労働文化事業団／神奈川県生活協同組合連合会 

  後援団体   川崎市／相模原市／横浜労福協 

 

★実行体制 

実行委員会（メンバーは別紙）で組織し、具体的な準備は運営委員会で進行する。 

 

★参加者 

規模：４,０００名予定（産別の事前登録方式） 

 

★集合場所 

臨港パーク「芝生 広場」 を ４ブロックに分けて集合の目安とする。 

 

◆ 会場へは、公共交通機関をご利用ください。なお、駐車場はございません。 

◆ 服装については、主催者、来賓、参加者のいずれも軽装とします。 

◆ 公園の樹木・芝など、施設を痛めないようお願いします。また、会場内にテントを

張らないようお願いします。 

◆ 「ゴミ」や「氷」は、必ず所定の場所に捨ててください。また、ゴミの分別（①汚

れ紙②再生紙③プラスチック④ペットボトル⑤缶⑥ビン）にご協力をお願いします。 

◆ 喫煙場所はございません。（2025年４月より、横浜市公園条例の一部が改正にな

り、市内公園内において喫煙することが禁止事項に追加。） 

◆ 会場内でのビラの配布・カンパ活動は、事前に実行委員会が確認したもの以外は、 

禁止とします。 

◆ 小雨の場合は開催しますが、荒天の場合は中止となる場合があります。 

雨天時の開催案内は、当日６：３０にホームページ、X（旧Twitter）、Facebook等

でお知らせさせていただきます。 
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❖集合場所❖ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Bブロック 

自治労 神教恊 

全水道  

Aブロック 

電機連合 自動車総連 

UAゼンセン JP労組 

Cブロック 

ＪＡＭ 基幹労連 

ＪＥＣ連合 フード連合 

運輸労連 情報労連 

全駐労 電力総連 

私鉄総連 全電線 

Dブロック 

海員組合 全国ガス 

全自交 ＪＲ総連 

全労金 ＪＲ連合 

サービス連合 税関労連 

印刷労連 政労連 

国公総連 ヘルスケア労協 

労済労連 交通労連 

ＮＨＫ労連 森林労連 

神友連 連合ﾕﾆｵﾝ神奈川 

シニア連合  

 

メインステージ（海側） 

※ 各地域メーデーに参加 

ゴム連合（湘南） 

セラミックス連合（湘南） 

全印刷（小田原・足柄） 
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❖式典次第 と お楽しみ企画❖ 

 

 

 

★ 高校生平和大使・１万人署名活動アピール 

★ ステージ前にて横浜ビー・コルセアーズチ

アリーダーズのビーローズによる演技 

 

 

 

 

 

開会              阿部 嘉弘 事務局長 

議長団（登壇）あいさつ     蓼沼 宏幸 副実行委員長 

秋山 純一 副実行委員長 

主催者代表あいさつ       林  克己 実行委員長 

来賓あいさつ 

神奈川県      黒岩 祐治 知事 

横浜市       山中 竹春 市長 

福祉団体代表    柳井 健一 中央労金神奈川県本部常務理事 

友好政党関係 

来賓紹介 

メーデースローガン（案）採択   秋山 純一 副実行委員長 

メーデー宣言（案）採択      近野 美和 女性委員会幹事 

議長団（降壇）あいさつ      秋山 純一 副実行委員長 

団結ガンバロウ          林  克己 実行委員長 

閉会               阿部 嘉弘 事務局長 

 

 

記念式典 １１：００～１２：００ 

オープニング １０：３０～１１：００ 

©B-CORSAIRS 
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メーデーパンフレット内にある当たりのユニオニオンを見つけると、かながわ中央メー

デー特製 QUO カードがもらえます。（引換時間：10：00～12：15 ※式典中を除く） 

 

 

 

 

★ バルーンパフォーマー「うさぎさん」・ 「Balloon Syotaro 」 

  

 

 

 

 

 

 

 

★ みんなでつくるスローガン動画 

★ 県内の各メーデー会場へのリンク 

★ 連合本部へのリンク（メーデーの歴史・連合会長の挨拶等） 

★ 社会貢献活動「フードドライブ」・「タオル一本運動」の紹介 

 

 

 

 

 

★ 潮入りの池周辺にて、横浜地域連合・横浜労福協主催 「ヨコハマ wai！wai！フェスタ」

を開催 

 

 

 

メーデー参加者お楽しみ企画 

子供向け バルーンパフォーマンス １０：３０～１２：００ 

メーデー特設サイト（WEB 会場） https://rengo.or.jp/mayday 

ヨコハマ wai！wai！ フェスタ 同日開催 
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❖社会貢献活動❖ 

フードドライブ・タオル一本運動 
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連合「愛のカンパ」 
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署名の取り組みについて 会場入り口や本部テントにて実施。 

★ 「選択的夫婦別姓制度導入を求める請願」署名活動 

★ 2026 年核兵器不拡散条約（ＮＰＴ）再検討会議に向けた 「核兵器廃絶 1000 万署名」 

 

 

高校生平和大使 

 高校生平和大使としての活動アピール、1 万人署名への取り組み、活動継続のためのカン

パに取り組みます。 
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❖メーデースローガン（案）❖ 
 

「次代につなぐ 平和の願い！ 

みんなでつくろう 支え合う安心社会と確かな未来
あ し た

を！」 

 

❖メーデー宣言（案）❖ 
 

私たちは本日、第 9６回かながわ中央メーデーを開催した。 

 2025 年、節目の年。私たちは、過去に学び、現在
い ま

を考え、未来
あした

を見据える年にしなけれ

ばならない。 

 

能登半島地震発災から 1 年が経過した。 

未だ被災地・被災者は平穏な日常を取り戻せていない。「ボランティア元年」となった阪神・

淡路大震災から 30 年。この間、幾多の自然災害に見舞われ、年々激甚化・頻発化している。

一人ひとりが防災・減災の意識を高め備えなければならない。 

私たちは、災害の記憶を風化させることなく、被災地・被災者に寄り添った支援を継続し、

これからも支え合い・助け合い運動を展開していく。 

 

戦後・被爆から 80 年。決して戦争の記憶を風化させてはならない。 

世界は今、「対立と分断」の道を突き進んでいる。戦後の多国間主義や国連中心主義が揺ら

ぎ、国際秩序は大きく動揺している。私たちは、平和の尊さ、戦争の悲惨さを次代に継承す

るとともに、世界の働く仲間と連帯を強め、非人道的な核兵器の廃絶と世界の恒久平和の実

現をめざし、平和運動を力強く進めていく。 

 

 私たちは、賃上げがあたりまえの社会をめざし、2025 春季生活闘争を展開している。 

企業規模間、雇用形態間、男女間の格差是正と労務費を含む適切な価格転嫁、適正取引を徹

底し、賃上げのすそ野を広げていかなければならない。 

また労働組合があるからこそ要求し、労使対等な交渉が可能となる。労働組合の意義と必要

性を社会全体に浸透させ、仲間づくりを強力に推し進めていく。 

 

普通選挙法の施行から 100 年。女性参政権が認められて 80 年。そして男女雇用機会均等

法施行から 40 年。私たちは、自由・平等・公正で平和な社会をめざしてきた。引き続き、

信頼ある政治の実現をめざすとともに、一人ひとりが尊重され、多様性を認め合い、誰一人

取り残されることのない社会をともに築いていこう。 

 

次代につなぐ 平和の願い！ 

みんなでつくろう 支え合う安心社会と確かな未来
あした

を！ 

 

以上、ここに宣言する。 

 

2025 年４月 2６日 

第 9６回かながわ中央メーデー 
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❖実行委員会の構成❖ 
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❖地域メーデー計画❖ 
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❖メッセージ❖ 

第 96回かながわ中央メーデーの開催を心からお喜び申し上げます。 

皆様が、日頃から「働くことを軸とする安心社会」の実現に向けて、労働、福祉、環

境、教育など様々な分野で積極的に活動を展開されていることに、心から敬意を表しま

す。 

 本日のメーデーが、御参加の皆様の交流と連帯を一層深める機会として、有意義なも

のとなることを願っています。 

 さて、昨年の春闘では、皆様が真摯に交渉に取り組まれた結果、賃上げ率は５％を超

え、一昨年を大きく上回る水準となりました。本年においても、高水準の賃上げが期待

されているところです。 

 こうした流れをさらに後押しするため、本年１月 20 日には、持続的・構造的な賃金

の引上げや中小企業・小規模事業者の生産性向上と稼ぐ力の強化等を目指して「神奈川

政労使会議共同メッセージ」を発出しました。 

一方で、民間の調査によりますと、2024年に人手不足が一因となった倒産は、２年連

続で過去最多を記録するなど、労働力不足は深刻化しており、本県においても、少子高

齢化等に伴って、生産年齢人口の減少が長期的に続くことが予測されていることから、

人手不足による倒産は今後も高水準で推移する懸念があります。 

加えて、本県の雇用の７割を占める中小企業においては、長引く物価高騰により、依

然として厳しい経営環境に置かれていると承知しています。 

 県では、こうした中小企業の抱える課題に対応するためには、人材確保の取組だけで

なく、生産性向上の取組も合わせた両面で進めていく必要があると考えています。具体

的には、従業員一人当たりの生産性を向上させる工作機械やロボット、作業の一部を省

力化する自動調理器等の導入など、生産性向上や業務プロセスの改善に取り組む中小企

業等に対して支援を行っていきます。 

 また、中小企業が賃上げの原資を確保するうえで、適切な価格転嫁による企業収益の

拡大は欠かせないことから、県では、「パートナーシップ構築宣言」の普及や相談窓口の

設置を含む価格転嫁の促進に向けた支援に取り組んでいます。 

 さらに、仕事と育児や介護等の両立支援に取り組む中小企業等に奨励金を交付すると

ともに、大きな社会問題となっているカスタマーハラスメントを根絶するために、政労

使共同で「STOP！カスハラ！！かながわ宣言」を３月に発出するなど、労働者の皆様に

とって安心・安全に働くことのできる環境づくりを推進しています。 

こうした施策にしっかりと取り組み、県経済の屋台骨となっている中小企業の稼ぐ力

を強化して、収益の向上を図り、それを原資とした賃上げの好循環を実現することで、

持続的な県内経済の発展をめざしてまいりますので、皆様の一層の御理解と御協力をお

願い申し上げます。 

結びに、皆様のますますの御健勝、御活躍を心からお祈り申し上げまして、お祝いの

あいさつといたします。 

 

 令和７年４月 26日 
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「第 96 回かながわ中央メーデー」が開催されますことを、心からお祝い申し上げます。 

また、皆様が、日頃から「働くことを軸とする安心社会」の実現に向け、様々な取組を

精力的に展開しておられることに深く敬意を表すとともに、本メーデーの開催により、皆

様の絆がより一層強まり、活動の更なる推進につながることを期待しています。 

 

横浜市では、市内経済の根幹を担う中小企業の人手不足の解消と生産性向上を目指し、

企業の皆様の DX・デジタル化に向けたチャレンジを力強く後押しするとともに、働きや

すい職場づくりや、従業員の健康増進に戦略的に取り組む企業の皆様を、引き続きしっか

りと応援してまいります。 

 

そして、あらゆる世代の皆様が、安全で安心して暮らすことのできる「人にやさしいま

ち」を目指して、取組を進めてまいります。いつ起こるとも分からない大規模地震から市

民の皆様の命と暮らしをお守りするため、地震防災対策を大幅に強化するほか、地域の皆

様が行う防犯対策への支援を加速することで、安心して住み続けられるまちづくりを一層

進めてまいります。 

子どもの医療費の無料化や政令市初の出産費用の独自助成、そして、来年 2026 年８月

から始まる中学校での全員給食に向けた準備など、「子育てしたいまち」を目指して進めて

きた子ども・子育て支援では、子育て家庭の預かりニーズに応えるため、必要な時にお子

さんを安心して預けられる「預けやすさ」を実感していただけるよう、商業施設での短時

間預かりや、地区センターなどでの一時預かりプログラムを新たにスタートします。経済

的負担の軽減や子育てしやすさを実感できるゆとりの創出など、働きやすい環境にもつな

がる取組をしっかりと進めてまいります。 

 

2027 年に横浜の上瀬谷で開催する「GREEN×EXPO2027」まで、２年を切りました。

気候変動という地球規模の課題の解決に向けて、アジアをけん引する環境先進都市・横浜

から起こすアクションです。地球環境を次世代へと引き継いでいくことの大切さが、多く

の皆様に共感され、「地球と生きる準備」を始めるきっかけとなるような GREEN×EXPO

を目指してまいりますので、ぜひご期待ください。 

横浜市は、これからも、市民の皆様、横浜で働く方々の幸せのために、全力で取り組ん

でまいります。引き続き、皆様の変わらぬお力添えをお願いします。 

むすびに、本日御参加の皆様のますますの御活躍と御健勝を祈念申し上げ、お祝いの御

挨拶とさせていただきます。 

 

令和７年４月 26 日  

横浜市長 山中 竹春 
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「第９６回かながわ中央メーデー」が盛大に開催されますことを心からお祝い申

し上げます。 

また、皆様が日頃から、すべての働く人々とその家族の暮らしのために、市民生

活全般にわたり幅広い活動を展開されておりますことに、深く敬意を表します。 

昨年は、川崎市が市制１００周年という歴史的な節目を迎え、全国初となる秋、

春２回開催の全国都市緑化かわさきフェア等を通じて、多くの市民の皆様と喜びを

分かち合うとともに「多様性」という価値を改めて皆さまと共有する素晴らしい機

会となりました。 

この節目をゴールではなく一通過点として、次の１００年に向け、引き続き「力

強い産業都市づくり」を進めてまいります。 

さらに今年は、本市の総合計画における長期的なビジョンを示す基本構想や、か

わさき産業振興プラン等の改定の年となります。今後も川崎市が持続的な発展を続

けるために、それぞれの地域における様々な課題を迅速に解決に取り組み、川崎市

としての最適値を見いだしてまいりたいと思います。  

市内産業においては、新たな産業を創出する取組として、新川崎・創造のもりに

おいて、量子技術を活用したスタートアップ企業の創出を目的とする「量子イノベ

ーションパーク」の形成に向けた取組を推進しており、一方、臨海部では、温室効果

ガスの排出を全体としてゼロにするカーボンニュートラルの実現に向けて、取組を

加速してまいります。 

このほか、今年４月から段階的に施行される育児・介護休業法の改正に伴い、子

の看護休暇の見直しや残業免除の対象拡大のほか、育児、介護のためのテレワーク

等の導入が努力義務化されるなど、働く環境が大きく変化しています。本市といた

しましても、市民や勤労者の切実な声に耳を傾けながら、市民生活の向上や安全・

安心な社会の実現に向けて、労働環境の改善に向けた取組を展開してまいります. 

そして、このような取組は、本市に限らず、労働組合の皆様や産業界との連携が

必要不可欠でございますので、より一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げ

ます。 

結びになりますが、皆様のますますの御活躍と御健勝をお祈り申し上げますとと

もに、メーデーを通じて、皆様の連帯の輪がますます強く、広がりますよう願って

おります。 

 

令和７年４月２６日 

川崎市長 
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第９６回かながわ中央メーデーが盛大に開催されますことを心からお祝い

申し上げますとともに、日頃から働く方々の地位の向上や福祉の充実に向け

多大なるご尽力をいただいておりますことに深く敬意を表します。 

また、県内から多くの皆様が一堂に会し、「働くことを軸とする安心社会」

の実現に向け、団結・連帯を深めることは大変意義深いことであり、更なる

活動の推進につながるものと期待申し上げます。 

さて、本年は２０年ぶりに日本で国際博覧会「大阪・関西万博」が開催さ

れておりますが、本市におきましては、最先端技術など世界の英知が結集す

る場で催される「地方創生ＳＤＧｓフェス」への出展を予定しており、市の

魅力や取組を国内外に発信してまいります。また、さがみロボット産業特区

に指定されている本市では、「ロボットのまち さがみはら」を市民の皆様に

認知していただけるよう、全国の自治体に先駆けてロボット職員を採用する

など、 「ロボットの見える化」に取り組むとともに、リニア中央新幹線新駅が

設置される橋本駅周辺にイノベーション創出促進拠点「ファンタステックラ

ボ」をオープンするなど、様々な取組を通じ、相模原からイノベーションを

起こしてまいります。 

本市は、昨年、市制施行７０周年を迎えました。また、本年は、区制施行

１５周年を迎えます。本市の礎を築いた先人たちの英知と偉業にあらためて

感謝するとともに、次代に希望のタスキを繋いでいくため、決意を新たに歩

みを進めてまいる所存です。引き続き、多くの皆様と喜びを分かち合い、シ

ビックプライドの醸成を図るとともに、選ばれる都市を目指してまいります。

特に、市政運営の重点項目である「少子化対策」「雇用促進対策」「中山間地

域対策」については、地方創生の視点に立ち、積極的に取り組むことで、本

市の個性を生かした「子育て」・「教育」の充実や「まちづくり」を強力に推

進してまいります。引き続き、７２万市民誰一人取り残さない持続可能な社

会の形成に向けて全力で取り組んでまいりますので、変わらぬお力添えを賜

りますようお願い申し上げます。 

結びに、本日のメーデーのご成功を心からお祈りしますとともに、皆様方

のますますのご活躍とご健勝を祈念いたしまして、お祝いのあいさつとさせ

ていただきます。 

 

令和７年４月２６日 

 

相模原市長 
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第 96 回神奈川県中央メーデー実行委員会 

 

事務局：連合神奈川 
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